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自主的な活動をする食生活推進連絡協議会への支援は、広く市民の食生活改善に繋がるものである。

活動回数や参加者数には大きな伸びはないが、自主的な活動に加えて、調理実習の講師依頼や食事サービスのボラン
ティア活動などにより活動の場を広げている。

会員伝達調理実習については目標どおり実施できたが、高齢者料理教室は目標に達することができなかった。

参加者には参加費を負担していただいている。
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食生活改善推進員が中心になって地域における食育活動が進め
られる。また他のボランティアグループとの連携により幅広い食生
活の改善ができる。
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食生活推進連絡協議会会員（阿山ヘルスメイト）の調理実習
等の開催
　・会員伝達調理実習　　5回
　・老人クラブ男の料理教室　　1回

教室や実習、運営などは食生活推進連絡協議会が中心
になって行っており、今後も地域の健康づくり事業に取り
組むとともに、食生活にかかる生活習慣の見直しと啓発
に努める。
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